
　

SOLUTION Report - 導入事例

一般財団法人熊本県スポーツ振興事業団様  えがお健康スタジアム 
RAMSA スタジアム音響システム

一つひとつの観客席に均一で明瞭な音を届け、一体感のあるスタジアムづくりを実現

約3万人収容可能な「えがお健康スタジアム」約3万人収容可能な「えがお健康スタジアム」

ラインアレイスピーカーWS-LA500AWPをメインスタンド上部に4式設置

6台連結されたWS-LA500AWP サイドスタンドのWS-LB311

40本の全天候型スピーカーWS-LB311がスタジアムを1周している

1999 年、くまもと未来国体（第 54 回国民体育大会）にあわせて開場した「えがお健康スタジ
アム（熊本県民総合運動公園陸上競技場）」は、熊本の陸上の聖地として、またサッカープロリー
グのホームスタジアムとして、様々なスポーツの発信拠点となっている県下最大の多目的競技
場です。2019 年 10 月には大規模なラグビーの国際大会開催を控えており、それに伴いこの度
スタジアムの全面改修を実施しました。改修前は、メインとバックスタンドの 2 方向からスタ
ジアム全体へ拡声しており、客席内における拡声音量レベル差や音の反響により聞こえづらい
エリアがあるなどの課題がありました。さらに、サイドスタンドに向けたスピーカーの音がス
タジアム外の近隣住宅地まで音漏れしてしまい、住環境への配慮も必要なことから、サイドス
タンドに音漏れを防ぐ壁の設置も検討していました。このような課題を解決するため、優れた
指向性制御とクリアな音質が評価され、RAMSAラインアレイスピーカーが採用されました。

概要と特長

スタジアム音響設備改修に向けた３つの改善ポイント
① 明瞭度の高いアナウンス拡声から豊かな音質の音楽再生までを両立
② スタンド客席内における均一な音圧レベル分布
③ 近隣騒音への配慮

スピーカー配置計画や、各スピーカーの設定値（パラメーター）を含めRAMSA音響シミュレーター
を活用し以下の検証を実施しました。

　　　1）事前音場予測　　　　2）音場解析　　　　3）最適音場の実現

音響シミュレーターの解析から、メインスピーカー（WS-LA500AWP）の構成は6連結のアレイス
ピーカーを 4か所に配置し、メインスタンド席およびフィールドに向けてカバーエリアを確保し
ました。サブスピーカーには、メイン・バックスタンド席に向けて40本の全天候型小型アレイス
ピーカー（WS-LB311）を分散配置しました。また、課題の1つであった音漏れ対策として、同じく
WS-LB311をサイドスタンド席に向けて新設することで、確実な集中・分散スピーカー配置を
展開しました。これにより、客席内における音量レベルの均一化と明瞭な拡声を得ることがで
き、スタジアム外への音漏れも低減しました。導入後は、様々な試合の主催者から「どこにいても
聞こえやすい」、「音量ボリュームを上げても反響しない」など高い評価をいただいています。

導入の背景
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●製品の色は印刷物ですので実際の色と若干異なる場合があります。●製品の定格およびデザインは予告なく変更する場合があります。
●本カタログ掲載商品の価格には、配送・設置調整費、工事費、使用済み商品の引き取り費等は含まれておりません。
●実際の製品には、ご使用上の注意を表示しているものがあります。

受付：9時～17時30分（土・日・祝祭日は受付のみ）

ホームページからのお問い合わせは https://panasonic.biz/cns/cs/cntctus/

パ ナ ハ ヨ イ ワ

携帯電話・PHSからもご利用いただけます。（お問い合わせの内容によっては担当窓口をご案内する場合もございます）
0120-878-410お問い合わせは 〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目21番1号　汐留浜離宮ビル

誰にでも使いやすいデジタルミキサーでスムーズに音響操作
えがお健康スタジアムではサッカープロリーグや陸上競技大会など様々なイベントが開催されます。サッカープロリーグの
試合では専門の音響スタッフがオペレーションを行いますが、陸上の大会などは指導員の先生が行うことがあります。デジタ
ルミキサーWR-DX400は操作が分かりやすく、事前に登録したメモリー機能を活用することで誰でも簡単に使用できると好
評です。また、DSP内蔵デジタルパワーアンプ（WP-DM900 Series）は、専用アプリ機能の1つであるオペレータービューの活
用により、スタジアム利用の設定パターンをグラフィック化することで高い操作性と視認性を確保しました。
さらに、本システムのもう1つの特長であるデジタルミキサー（WR-DX400）のネットワーク機能を活用した遠隔操作を実現。
小規模のイベントであれば音響調整室に行かなくてもグラウンドからネットワーク経由でPCや iPad を使用して操作するこ
とも可能になりました。

以前のアナログミキサーから約半分のスペースで設置可能となったデジタル
ミキサーWR-DX400

デジタルパワーアンプWP-DM948/WP-DM924が16台格納されている
音響システムラックの一部

以前は5本並んでいたラックが
3本になり省スペースを実現した

WP-DM900 Series専用アプリ機能
によるオペレータービュー画面

主な納入機器

一般財団法人
熊本県スポーツ振興事業団
熊本県民総合運動公園
スポーツ振興課 参事
小山 賢太郎 様

実はこれまでサッカープロリーグの試合など大きなイベントで
は音響業者の方々が沢山のスピーカーを持ち込み、会場を一周
するように設置してから試合を開催していました。今回のリ
ニューアル後、RAMSA の音を聞いた業者の方々から「これな
らもう持ち込まなくて良いね」と言われ、音に対して抱えてい
た不安がなくなりました。パナソニックさんに何度も足を運ん
でいただき、親身に話を聞いてもらえたおかげで様々な問題が
解決でき、大規模なラグビーの国際大会を控えた今、自信を持っ
て皆さまに楽しんでいただけるスタジアムになったと言えます。
良い音響設備が整いましたので、これからも熊本県民のスポー
ツの発信拠点として、皆さまに元気と希望をもたらすような、
そんなスタジアムになっていけたらと思っています。

県民のスポーツの聖地として、
熊本に希望をもたらすスタジアムに。

最初に RAMSA の音を聞いたとき、こんなにもクリアな音を
大音量で流せるのかと驚き、感動したのを覚えています。ス
タジアム内を 1 周歩いてみると、どこにいても同じように良
い音が届き、観客席の端から端までちょうど良い音量で耳に
入ってきました。メインとなる4式のラインアレイスピーカー
と、40 本の分散スピーカーを組み合わせていますが、全ての
音が鳴ったとき、これまでとは比べものにならないほどスタ
ジアム全体に一体感が生まれたように感じました。スタジア
ムを器にして丸味を帯びたような、立体感のある音です。

●RAMSA 防滴ラインアレイスピーカー　
　WS-LA500AWP　6連アレイ×4式
●RAMSA 全天候型スピーカー　
　WS-LB311　4連アレイ×40本
●RAMSA デジタルミキサー
　WR-DX400　×1台
●RAMSA デジタルパワーアンプ
  （1200 W×4 ch）
　WP-DM948　×12台
●RAMSAデジタルパワーアンプ
  （600 W×4ch）
　WP-DM924　×4台
●RAMSAデジタルパワーアンプ　
　WP-DA112
●Dante™カード　
　WR-PC001　×1個
●RAMSA 800 MHz帯
　ワイヤレスマイクシステム　×1式

メインスピーカー
WS-LA500AWP

分散スピーカー
WS-LB311

分散スピーカー
（サイドスタンドカバー用）
WS-LB311

お客様の声

メインスタンド：4式

メインスタンド：12本
バックスタンド：12本

メインスタンド：2本
バックスタンド：2本
サイドスタンド：
ポール取り付け12本（3×4）

スピーカー配置図
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